
ま
つ
も
と
１００
歳（
２００７
年
５
月
１
日
）
ま
で
、
あ
と
７６０
日

第
９
回
ま
つ
も
と
１００
歳
ク
イ
ズ

山
辺
ワ
イ
ン
を
１０
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

明
治
４０
年
５
月
１
日
に
誕
生
し
た

松
本
市
。
あ
と
７６０
日
で
１００
周
年
（
１９

年
５
月
１
日
）
を
迎
え
ま
す
。

松
本
の
歴
史
や
出
来
事
を
題
材
に

し
た
１００
歳
ク
イ
ズ
、
今
回
は
、
正
解
者

の
中
か
ら
、
山
辺
ワ
イ
ナ
リ
ー
提
供

の
ワ
イ
ン
を
景
品
と
し
て
差
し
上
げ

ま
す
。
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
未
成
年
者
の
方
の
ご
応

募
は
ご
遠
慮
い
た
だ
き
ま
す
。
確
認

の
為
、
年
齢
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

○
山
辺
ワ
イ
ン

コ
ン
コ
ー
ド
７２０
�

５
名
様

巨
峰
７２０
�

５
名
様

問
題：
平
成
１４
年
８
月
に
松
本
市
で

初
め
て
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
し
て
誕
生

し
た
山
辺
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、
１７
年
２

月
に
は
来
場
者
が
３８
万
人
を
突
破
し

ま
し
た
。
古
く
か
ら
「
長
野
県
の
ぶ

ど
う
栽
培
発
祥
の
地
」
と
し
て
知
ら

れ
る
こ
の
山
辺
地
方
を
流
れ
る
美
ケ

原
高
原
を
源
流
と
し
た
川
は
、
次
の

う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
？

Ａ

薄
川
（
す
す
き
が
わ
）

Ｂ

梓
川
（
あ
ず
さ
が
わ
）

Ｃ

牛
伏
川
（
う
し
ぶ
せ
が
わ
）

●
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
、
ク

イ
ズ
の
答
え
と
、
郵
便
番
号
、
ご

住
所
、
お
名
前
、
お
電
話
番
号
、

年
齢
、
職
業
を
明
記
し
、
１００
周
年

へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
添
え
て
、

４
月
１３
日
必
着
で
、
〒
３９０－

８
６

２
０

松
本
市
役
所
政
策
課
１００
歳

ク
イ
ズ
係
ま
で
。

ク
イ
ズ
の
答
え
、
当
選
者
の
発
表

は
、
５
月
１
日
号
の
広
報
ま
つ
も
と

で
。

前
回
（
３
月
１
日
号：

第
８
回
）

の
答
え
は
、「
Ｂ

９００
℃
」
で
し
た
。

当
選
者
は
、
抽
選
の
結
果
、
以
下

の
と
お
り
で
す
。
当
選
者
に
は
郵
送

で
お
送
り
い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

深
志
３

藤
森
淑
子
、
神
林

稲
越

登
志
子
、
今
井

水
木
志
乃
、
城
西

２

太
田
英
成
、
松
原

木
股
千
絵
、

渚
１

田
中
亀
美
子
、
南
浅
間

下

村
智
子
、
惣
社

島
崎
航
瑠
、
並
柳

１

上
條
ふ
み
子
、
岡
田
町

所
洋

樹

〈
山
辺
ワ
イ
ナ
リ
ー
〉

●
住
所

入
山
辺
１
３
１
５－

２

●
営
業
時
間

ワ
イ
ナ
リ
ー
・
直
売

所

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
６
時

レ
ス
ト
ラ
ン

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

年
内
無
休

●
問
合

�
３２
―

３
６
４
４
�
３２
―

３
３
６
８

各
種
会
合
な
ど
で
歌
わ
れ
る
定
番

と
い
え
ば
県
歌
「
信
濃
の
国
」
で
す

が
、
松
本
市
で
も
市
歌
が
昭
和
１５
年

に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

作
詞
は
「
故
郷
」
な
ど
の
作
詞
でのぶ

知
ら
れ
る
高
野
辰
之
で
、
作
曲
は
信

と
き
き
よ
し

時
潔
で
す
。
高
野
と
信
時
の
コ
ン

ビ
は
多
く
の
名
曲
を
残
し
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
松
商
学
園
高
校
の
校
歌

「
雄
々
し
き
連
峰
」、
松
本
県
ヶ
丘
高

校
の
校
歌
「
若
き
我
等
」
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

松
本
市
歌
は
、
昭
和
１５
年
７
月
３１

日
付
「
松
本
市
公
報
第
四
三
号
」
で

「
待
望
ノ
松
本
市
々
歌
ハ
今
回
斯
道

ノ
権
威
文
学
博
士
高
野
辰
之
氏
ニ
ヨ

リ
作
歌
信
時
潔
氏
ノ
作
曲
ニ
ヨ
リ
左

ノ
通
リ
作
製
シ
タ
リ
」
と
楽
譜
付
き

で
市
民
に
周
知
さ
れ
ま
し
た
が
、
時

代
は
、
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争

に
突
入
し
て
い
っ
た
軍
歌
全
盛
の
時

代
で
、
戦
後
は
、
歌
詞
の
一
部
が
時

代
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
余

り
歌
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
次
第
に

市
民
の
記
憶
か
ら
も
忘
れ
ら
れ
た
存

在
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

松
本
市
歌

つ
か

ま

一
日
本
ア
ル
プ
ス
筑
摩
連
峰

つ
な繋
ぐ
平
野
の
松
本
市
こ
そ

さ
ん
し
ょ
く
す
い
こ
う

山
色
水
光
世
に
麗
し
く

む
べ宜
な
り
観
光
都
市
の
名
高
き

東
は
浅
間
、
山
辺
の
あ
た
り

玉
噴
く
温
泉
所
在
に
尽
き
ず
。

か
く
じ
ょ
う

か
ぎ
り

二
五
層
閣
上
見
渡
す
限

し

こ
う

よ
く

や

四
郊
は
沃
野
、
交
通
至
便

な
か
ぞ
ら

所
々
の
煙
突
、
中
空
高
く

宜
な
り
商
工
都
市
の
名
負
へ
る

出
で
入
る
貨
物
は
車
に
満
ち
て

し
る

力
は
市
民
の
歩
み
に
著
し
。

三
伸
び
よ
松
本
、
栄
え
よ
吾
が
市

よ
ろ宜
し
く
学
都
と
呼
ぶ
べ
き
此
処
に

国
を
鎮
め
の
兵
営
な
ら
び

国
を
護
り
の
社
殿
は
聳
ゆ

た

お
う
、
松
本
足
ら
へ
る
都
市
の

は
え

行
手
に
輝
け
映
あ
る
光
。

（
漢
字
は
一
部
常
用
漢
字
に
あ
ら
た

め
て
い
ま
す
。
楽
譜
は
公
報
の
も

の
が
不
鮮
明
な
た
め
書
き
写
し
た

も
の
で
す
。）

松
本
市
百
年
の
秘
話

幻
？
の
松
本
市
歌

Dr. A
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